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研究成果の概要（和文）：母体の過栄養は、胎生期マウス腎臓体積の有意な増大を呈した。一方、母体通常食群
(CD)と母体高脂肪食群(HFD)の胎仔マウス腎臓脈径に有意差を認めなかった。Murrayの法則より、臓器血流は動
脈径に比例することから、HFD群の胎仔マウス腎臓は血流量が減少していることが示唆された。低酸素指標であ
るHIF-1αの免疫組織化学的染色法により、HFD群胎仔マウス腎臓におけるHIF-1α発現増強を認めた。仔マウス
の15週齢時の尿中アルブミン排泄量は、両群間で有意差を認めなかったが、4週齢時HFD群仔マウス腎尿細管細胞
内には空砲形成を認め、また、15週齢時、腎糸球体硬化、糸球体細動脈の動脈硬化を認めた。

研究成果の概要（英文）：Maternal overnutrition induced a significant increase in renal volume in the
 fetuses. On the other hand, there was no significant difference in the diameter of the renal artery
 in the fetuses between the control diet (CD)-fed dams and high-fat diet (HFD)-fed dams. Murray's 
law indicates that organ blood flow is proportional to arterial diameter　（Murray CD. Proc Natl 
Acad Sci USA 1926）, suggesting that fetal kidneys in the HFD group have reduced blood flow because 
of concomitant renal hypertrophy. Immunohistochemical staining of HIF-1α, which is an index of 
hypoxia, showed enhanced expression of HIF-1α in the fetal kidneys in the HFD group. There was no 
significant difference in urinary albumin excretion between the two groups at 15 weeks of age in the
 offspring, but vacuolar formation was observed in the renal tubular cells of the HFD group at 4 
weeks of age. In addition, at 15 weeks of age, renal glomerular sclerosis and arteriosclerosis of 
the glomerular arteries were observed.

研究分野： 糖尿病・内分泌
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研究成果の学術的意義や社会的意義
　本研究では、胎内栄養環境による成人期の２型糖尿病合併症である糖尿病腎症の発症・進展への影響を明らか
にし、妊婦の栄養管理に関しての注意喚起と積極的介入の必要性について明確化することで、世界的に肥満率の
高まる現代、次世代を担う子供の健やかな成長と、成人期の生活習慣病とその合併症の発症・進展抑制につなが
ることが期待される。 

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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1. 研究開始当初の背景 

糖尿病腎症では、1 型糖尿病患者を対象とした The JoslinESRD Cohort で認めら
れた進行性の腎機能低下”Fast decliner”が存在する  (Krolewski AS, et al. Kidney Int 
2017)。その病態は、腎病変の主体が糸球体か尿細管であるのかも含め、依然不明で
ある。 

最近、申請者らは、放射光を用いた micro CT imaging と解析法を確立し、肥満
2 型糖尿病マウス db/db の腎糸球体数と平均糸球体容積、さらに腎臓内における糸
球体分布の定量的評価に成功した (Takiyama Y, et al. EBioMedicine 2018)。高血糖と
肥満を呈するが正常血圧である db/db マウスでは、ヒト 2 型糖尿病で合併の多い高
血圧の影響が無い。db/db マウスでは糸球体肥大を認めたが、糸球体数は対照群 db/m
と有意差は無く、また、ヒトにおける報告（Puelles VG, et al Curr Opin Nephrol 
Hypertens 2011）と同様に大きな個体差を呈した。また、アルブミン尿を呈していて
も、Cystatin C は対照群と比較して有意差は認められなかった。モデル動物の事象
ではあるが、高血糖と肥満の条件では、糸球体数減少と腎機能低下は起こらなかっ
た。 

一方、糸球体数減少の原因として、最もよく知られている原因が「オランダ飢
餓の冬」で知られる母体低栄養である。不良な胎内栄養環境は、子の成人期におけ
る生活習慣病の発症リスクを増大し (Painter RC, et al. Reprod Toxicol. 2005)、胎児発
育不全により低出生体重児が呈するネフロン数減少(Manalich R, et al. Kidney Int 
2000)は、高血圧(Kellar G, et al. N Engl J Med 2003)、腎不全(Vikse BE, et al. J Am Soc 
Nephrol 2008)のリスクとなる。 

しかしながら、現代は、生殖年齢期女性の 50%が肥満を呈し(Stephenson J, et al. 
Lancet 2018)、生産児７人に１人が妊娠糖尿病の影響を受けている（IDF Diabetes 
Atlas 2017, 8th edn）。母体過栄養による子のネフロン数に対する影響については不
明である。 

 
 
2. 研究の目的 

申請者らは、飽食の現代では、母体過栄養に起因する糸球体数減少を伴った子
が、成人期に糖尿病発症とともに発生する糸球体過剰濾過による糸球体高血圧、そ
して糸球体硬化を引き起こす結果、進行性に腎機能低下を示す「胎内栄養環境によ
る Fast decliner 説」を仮説として提唱し、この仮説を検証し証明することを本研究
の目的とする。 

 
 
3. 研究の方法 

母体過栄養の仔腎臓への影響を検討するため、妊娠 C57BL/6J 雌マウスを、高
脂肪食(High fat diet; HFD)と通常食飼育（Control Diet; CD）の 2 群に分け、離乳後の
両群の雄仔マウスを通常食で飼育した。本モデルマウスを用い、播磨科学公園都市
にある大規模放射光施設 SPring-8 の医学用ビームライン BL20B2 にて、放射光 CT 
imaging により、マウスの腎糸球体とともに、心血管リスク増大の基盤となる血管
リモデリングについて明らかとする。 

 
4. 研究成果 

1） HFD 群では CD 群に比較し、胎生期には両側腎臓体積の有意な増加を認めた
（mean  SD, 0.91  0.09 vs. 1.31  0.10 mm3, CD vs. HFD, p=0.0002）。 

2） 両群間で腎動脈直径に有意差を認めなかった（mean  SD, 125.9  60.49 vs. 178.4 
 97.38 nm, CD vs. HFD, p=0.52）。 

 
 
 
 



3） 胎生 14.5 日腎組織では、HFD 群において HIF-1αの発現が増強していた。 

 
4） 15 週齢マウスにおいて、両群間でアルブミン尿に有意差を認めなかったが 

(2.74  2.24 vs. 3.11  1.48 ｇ/day, CD vs. HFD p=0.42）、血清クレアチニンは HFD
群で低下していた(0.13  0.01 vs. 0.09  0.02 mg/dL, p＝0.0002)。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

5） HFD 群では、4 週齢時、尿細管細胞内空胞形成、15 週齢時、腎糸球体硬化、腎
内動脈硬化病変を認めた。 



 
 

胎生期過栄養は、胎生期腎臓における相対的低酸素状態を惹起し、その病態は成体
期まで継続し、腎病変形成に至る. 母親マウスの高脂肪食負荷が、仔マウスにおける
streptozotocin 誘発糖尿病による腎障害を増悪することが報告されている(Glastras SJ, et 
al. Sci Rep 2016)。成体期に糖尿病発症時、高血糖とそれによりもたらされる過剰濾過は、
基盤病変として既に糖尿病腎症様病変を有する HFD 群においては、腎症増悪が予想さ
れ、糖尿病腎症における Fast decliner の非遺伝的家族内集積の説明機序として、「胎内栄
養環境によるエピジェネティックス」が示唆される。今後、仔マウスにおいて糖尿病誘
発による糸球体数の変動、腎機能、尿中アルブミン排泄量における影響について検討を
進める予定である。 
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